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日本産エンマムシ上科概説 III注'

ーエンマムシ亜科 (エグリェンマムシ族,  ヒラタエンマムシ族,
ナガェンマムシ族) -

大 原 宏

l - 3 - 5. エンマムシ亜科 H ister in ae
エンマムシ亜科は4 族: エグリェンマムシ族・ ヒ
ラタエンマムシ族・ ナガェンマムシ族・ マルエンマ
ムシ族 (0ma1odini) ・ エンマムシ族に分類され,  約
1,600種が含まれる最大の亜科である.  日本からは
4 族10属47 種が知られる. 触角高が
腹面から覆われる亜科のなかでは最も
派生的. 上 の剌毛を欠く ことで区別
される (一部のァリッ'カェンマムシ亜
科も欠く ). 族間のグルー ピングは
(Exosternini (((0malodini, Platyso-
matini) Ho1oleptini) (Histerini))) の
ようになるであろう (一部は 0HARA
et N AKANE, 1989 に発表). MAZUR
(1990) は族までの検索をノーf しており
(訳: 大原, 1993), グルー ピングは同
じような結論に達している. 特にェグ
リェンマムシ族はきわめて祖先的な族
で, 他亜科と詳細な比較をした後,  ラ
ンキングを整理する必要があると思わ
れる.
族・ 属までの検索
1(6)  前脛節の開節を受ける溝はS字
状.
2(3)  頭は,  体にたいして水平にしま
われる. - - - - ヒラタエンマムシ族
- - - - - - - - ヒラタエンマムシ属

3(2)  頭は,  体にたいして垂直にしま
われる. - - - -ーナガェンマムシ族

8(9) 体は赤色. - - キノコアカマルェンマムシ属

9(8)  体はブロンズ色.

4(5)  体は長橋円形.  - - - - - ナガェンマムシ属
5(4)  体は卵型.  - - - -ーマルナガェンマムシ属
6(1 )  前脛節の 節を受ける満は直線状.
7(10)  中 腹板前緑は波状となり, その中央は前
方へ多少なりとも突出する. ーエグリェンマムシ族

チュウジョウチビェンマムシ属

10(7)  中胸腹板前緑は中央が後方へ波状にへこむ
か, ほぼ裁断状. 突出部位をもっことはない.

図 l イ ン ドナ ガ ェ ンマ ムシ

Platysoma (Platylister)
a t ra t u m ERICHSON

エンマムシ族
11( l 8)  中 腹板前縁は中央が後方へ
波状にへこむ (ツヤマルエンマムシで
は,  ほぼ直線状. しかし前胸背側条は
2 本で, 翅には短く深い外副ll::i条を
もっことで区別できる).
12(17) 翅の外副肩条は不完全.
13(16)  前胸背の側条は2 本.
14(15)  前胸背と事自翅表面は普通で,
大きく深い点刻で覆われることはな
い. - - - - - - - クロエンマムシ属
l5(14)  前胸背と軸翅は大きく深い点
刻を全体にそなえる.

アラメェンマムシ属
16(13)  前胸背の側条は1 本

エンマムシ属
17(12)  拍翅の外副后条は完全.
- - - - - - - - - ヒメェンマムシ属
18(l l )  中胸腹板前縁はほほ 裁断状
で,  わずかに前方へ ri なりに突出す
る.  - - - -ームナクボェンマムシ属
1 - 3 - 5 - l 工グリェンマムシ族 Exo-
s ter n in i
世界に38 属約400種.  日本からは

2属2 種が知られるのみ.  オーストラリア区を除く
全tli界に分布する.  アフリカに分布の中心があり,
きわめて多様な属に分けられている (大原, 1990).
一部の属は中南米において種レベルでよく分化し,
Phelister属では既知 だけで120種に達してい

注1 M.0HARA, Taxonomic note on the superfamily Histeroidea of Japan, III
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図2 A: キノ コアカマルエンマムシ,  成虫,  前胸背と

左輸翅, B: チュウジョウチビエンマムシ,  同
(0HARA. & NAKANE,1989 より ).

る.  東洋区からは l l 属が知られ,  その一部2 属が
極東・ 目本まで分布を延ばしている. 検索で示した
「中 腹板前縁中央の実出」 形質状態のほかには共
通の派生形質状態は見い出されず, 「単純な前脛節」
などの共有な祖先形質状態でまとめられたグループ
という気がする.  目本にあまり分布しない分類群な
ので検,f、tが難しいが,  エンマムシ,Hi科周辺の系統関
係を探る上で重要なグループである.
キノコアカマルェンマムシ属
Notodoma LAcoRDAIRE, 1854
世界に11 .  目本からは1 種が知られる.  東南
アジアから日本まで分布. 菌類に集まる.
キノコアカマルェンマムシ (図2A)
Notodoma fungorum LEWIS, 1884
図説 N: 70; 図説 H: 226; 0HARA & NAKANE,

1 9 89: 2 8.

赤い体に器i翅基部の黄色い紋をもっことで他種と
区別できる. 分布: 北海道, 本州, 四国, 九州, 伊
諸島, 南西諸島 (屋久島, 種子島, トカラ中ノ島).
台湾.
チュウジョウチビェンマムシ属
Binhister CooMAN, 1934
ベトナムのbarbarusと日本のchujot の2 種から
なる.
チュウジョウチビェンマムシ (図2B)
Binlt ister chuJoi C00MAN, l 941
図説 N: 68; 図説H: 226; 0HARA & NAKANE,

1989: 290; 平野, 1995: 4 [.iヒ海適].
暗いブロンズ色の体色で区別できる.  カワラタケ
類に生息. 分布: 北海道, 本州.
l -3 -5- 2 ヒラタエンマムシ族 Hololeptini
一般に 平な体つきと大顎が前方へ向いているこ
と (頭が体に水平に位置) で見分けられる.  7 属約
l40種を含む. このうちHotolepta属が約 120種を
含み全世界に分布している. それ以外の属は中南米
に限り分布している. 目本からは1 属 3 種が知られ
る. 樹皮下に生息し, 樹液にもよく集まる. 頭が体
にたいして水平に位置するため, 古くは, 祖先的な
グループとみなされ独立の,IE科に扱われた.  しか
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し, 頭の位置については樹皮下生活にたいする二次
的な適応と考えられ, 直な位置から再び水平に
戻ったとみなされている (概説 I: 甲虫ニュース,
113 :3 左段参照).
ヒラタ ェンマムシ属
Hol0lep ta PAYKULL, l 811

Hotolepta と Leio:notaの2 亜属に分類される. 前
者は約 80種が知られ, 後者は40種ほどが新大陸
から知られる.  u本産については私が再記載をして
いる(0HARA,1991a, b).
1(4)  前尾節に筋はない.
2(3)  体長は大きく, 7.3-8.7 mm. 前胸腹板ののど
板前縁は前方外側へ弓状となる.

オオ ヒラタエ ンマムシ

3(2)  体長は小さく , 5.7-7.0 mm. 前胸腹板ののど
板前緑は外側へ突出せず内側へゆるやかに弓状にへ
こむ
4( l)

ヒ ラ タ エ ンマ ム シ

前尾節に筋をもつ.  前 腹板ののど板前縁は

'
'

'
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図3 ヒラタエンマムシ属.  成虫背面図.  A: オオヒラ
タエンマムシ,  B: 同,  側面,  C: ヒラタエンマム

シ,  D: ヒコ'ヒラタエンマムシ (0HARA,199 la, b
より ).
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図4 ヒメナガェンマムシ亜属.  成虫背面図.  A: トカ

ラナガェ ンマムシ,  B: オオナガェ ンマムシ,
C: へリナガェンマムシ,  D: ヒメナガェンマムシ,
E: キタナカ'エンマムシ,  F: ニセヒメナガェ ンマ
ム シ (本州産),  G: ニセヒメナガェンマムシ  ( ト

カラ産) (0HARA,1986 より).

裁断状 ヒ ゴヒラ タ ェンマムシ

オオヒラタ ェンマムシ (図 3AB)
Holotep ta amurensis REITTER, l 879
図説N: 69; 図説H:230; 林, 1985: pl. l2 [幼虫] ;

OHARA, l99la: 103 [再記載].
.1ヒ海適ではハルニレの樹液などに普通. 分布: 北
海道, 本州, 四国, 九州, 佐渡, 伊111諸島, 対馬,
屋久島.  ロシア (東シベリァ, 沿海州). 朝lll:t半島.
台湾. 中国.
ヒラタ ェンマムシ (図 3C)
Holotep ta depressa LEWIS, l 884
図説N:69; 図説H: 230; 0HARA, 1991b: 235 [再
記載] .
分布: 北海道, 本州, 四国, 九州. 台湾.
ヒゴヒラタェンマムシ (図 3D)
Hotolep ta higoniae LEWIS, 1894
図説N:69; 図説H:230;0HARA, 1991b:238 [再
記載] .
きわめて稀. 分布: 本州, 九州. 台湾.  ラオス.
ベトナム. 中国 C要南).
l - 3-5- 3 ナガェンマムシ族 Platysomat ini
世界から 22 属約 380種,  日本からは2 属が知ら
れる. 「頭が体に対し垂直にしまわれる; 前脛節の開
節を受ける薄がS字状; 体は通常ほぼ偏平で, 著し
く凸状に厚みをもっことはない」 の形質状態で他族
から区別される.
ナガェンマムシ属
Pla tl lsoma LEACH, l 817

5 亜属に分類される.  日本からは4 亜属16 種が
知られる. 亜属の分類は不安定で明瞭な分類が行わ
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れておらず, Platysoma complex と呼ばれることも
ある. 多くの種は樹皮下に生息し, まれにイEや腐肉
に来るものも記録されている. 樹度トーで林業害虫を
捕食する益虫として注目される種もある. 熱帯域に
多く, 散発な記載がされたままでまとめられた論文
がないため, 再検討が必要とされている. 東南アジ
ア産のPlatytister亜属については現在私が再検討
を進めている.
亜属までの検索
l(2)  体は著しく、fili i平.  基節間は中 節の長さと同
長 ヒラタナガェンマムシ,fE属
2( l )  体は多少とも厚みがあり,  正中域で盛り上が
る. 基節間は狭く, 中照節の長さの1/3 ほど.
3(4)  体は細長く ,  その幅は 翅会合線の長さより
狭い ナガェンマムシ亜属
4(3)  体は橋円か長精円で,  その幅は 翅会合線の
長さより広い.
5(6)  尾節の後緑は強く盛り上がる.

オニナガェンマムシ,距属
6(5)  尾節の後縁は盛り上がらない

ヒメナガェンマムシ亜属
ヒメナガェンマムシ亜属
Pta t!lsoma LEACH, l 817
図説H: 229 [検索表] ; 0HARA, 1986: 91-106.
世界から約 120種,  日本の8 種については私が

l986 年に一応のまとめをしている.
l (4) 前胸背は平滑で無点刻 (せいぜい徴細点刻が
ある程度)
2(3) i翅表面の先端1 /3 は破状. 翅第 1-3 背条
は完全, 4 条は基部1/3 を欠き, 5 条, 会合条は先
端1 /2 にある. 前尾節は両側に陥没をもつ. 体長
3.3 -3.65 m m.  - - - - - - ツシマナガェ ンマムシ

3(2)  輸翅は破状にならない.  粕翅第 1-3 背条は完
全, 4 条は先端にあり, 5 条は基部1/3 を欠き, 会
合条はない.  前尾節は陥没をもたない.  体長 3.05-
3.8 m m ト カラナガェンマムシ

4(1 )  前胸背は点刻され, 特に側部で密になる.
5(8)  体長4.2-5.3 mm. 前 腹板突起 (Presternal

1 ・0 「m
L ! .0 Im,

図5 成虫背面図. A: ナカネナガェンマムシ,  B: ツ

シマナガェンマムシ (0HARA.1986 より).
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図6 オニナガェマムシ亜属, 成虫,  前胸背と左軸
翅.  A: インドナガェンマムシ,  B: オニナガェン

マム シ, C: ホルンナガェンマムシ, D: マツナガ

エンマムシ.  (0HARA. l994 より).

process) は縁どられる. 前 背の側条は側緑から広
く離れる.
6(7) 翅会合線は基部1/2 にあり, 組い点刻から
構成される; 第 1-4 背条は完全で, 5 条の基部は痕
跡を残しながら消失する. 体長は4.2-5.3 mm.

オオナガェンマムシ

7(6)  報i翅会合線は欠く ; 第 l -3 背条は完全で
5 条は基部 1/2 にある. 体長は約 5.0 mm.

へリナガェンマムシ

8(5)  体長 2.13-3.8 m. 前 腹板突起は緑どられな
い (Car ina1 striaをもたない).  前胸背の側条は側
縁に近く沿って走る.
9(12) 翅第1-4背条は完全 (cetatumは稀に基
部側から短くなる).
10( l l )  前尾節の点刻は尾節と同程度に組い.  中脛
節は外歯を欠くか, 弱い突起をもつ. 前 背側条は
完全. 体長2.13-2.95 mm. - - ヒメナガェンマムシ
l l(10)  前尾節の点刻は尾節よりも組い.  中脛節は
つねに大きな1 外歯を先端から 2 /3 にもつ. 前
背側条は目の後ろで短くとぎれる. 体長2.9-3.4

m m キ タナガェンマムシ

12(9) 翅第1 -3 背条が完全.
13( l 4)  会合線は先端部にある.  前 背側条は日の
後ろで短くとぎれる. - - ーナカネナガェ ンマムシ
14(13)  会合線は欠く . 前胸背側条は完全.
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ニセヒメナガェ ンマムシ

ヒメナガェンマムシ (図 4D)
Platgsoma (Platgsoma) ceta tum LEWIS, l 884
図説N: 69; 図説H: 228; 0HARA, l986: 99.
本属の日本産種では最も小型.
分布: 北海適, 本州, 四国, 1し州.
キタナガェンマムシ (図4E)
Platl;soma (Pta tl'soma) deptana tuln (GYLLEN-
HALL, 1808)
図説H: 229; 0HARA, 1986: 100.
分布: 北海道.  ヨーロッパ.  シベリァ. モンゴル.
朝鮮平一島.
オオナガェンマムシ (図4B)
Ptat!;soma (Platgsoma) Icu'Isl MARsEUL, l873

Platysoma toωisti [sic]: 図説 N: 69. - - Platy-
soma IeωIsl: 図説H: 228; 0HARA, l986: 93.
本種とへリナガェンマムシは大型で, 両種は棚翅
条溝の連いなどで区別できる.
分布: .1ヒ海道, 本州, 四国, 九州, 対馬.
ニセヒメナガェンマムシ (図 4FG)
Pla tl,soma (Platgsoma) rasite LEWIS, l 884
図説H: 228; 0HARA, 1986: 104.
分布: 本州, 四国, 九州, 対馬,  南西諸島 (種子
島,  トカラ中ノ i;i,,  トカラ悪石島, 奄美大島).
ナカネヒメナガェンマムシ (図 5A)
Platgsoma (Ptatl'soma) takehikoi M. 0HARA,
l 986

OHARA, 1986: 102.
分布: 南西諸島 (竹富島, 石垣島, 西表島). 台湾,
ツシマナガェンマムシ (図 5B)
Ptatl'soma (Ptatgsoma) tsushimae M. 0HARA,
l 986

OHARA, 1986: 94.
摘翅先端1 /3 に特異なat状刻印をもっことで区

a- n
1 : e
,.

(-
-

(

図7 ナガェンマムシ,  成虫. A: 頭部背面,  B: 前

背と左 翅, C: 前尾節と尾節,  D: 前胸・ 中胸・
後確i順板, E: 左前脛節背面, F: 同腹面 (0HARA,
1994 より ).
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図8 ヒラタナガェンマムシ,  成虫. A: 側面,  B: 頭
部背面,  C: 前的背と左線翅,  D: 前 ・ 中胸・ 後

腹板,  E: 前尾節と尾節,  F: 左前躍節背面,  G:
l司a更面 (0HARA,1994 より ).

別は容易. 亜属の所属は再検討の必要がある. 原記
載以来記録なし. 分布: 対馬.
へリナガェンマムシ (図4C)
Ptatl,soma (Pla tl,soma) tlagans LEWIS, 1884
図説H:228;0HARA,1986:97.
北海適ではイタヤカェデなどの伐採木に飛来. 分
布: 北海道, 本州.
トカラナガェンマムシ (図4A)
Ptatgsoma(P'tatgsoma) unicum BlcKHARDT, l912
図説N:69; 図説H:228;0HARA,1986:96.
分布: 南西諸島( トカラ中ノ島, 竹富島, 石垣島).
合湾.
オニナガェンマムシ亜属

Ptatgtister LEWIS, l892
世界に約70種. 日本からは5 種が知られる. 「尾
節の後緑が盛り上がる」 形質状態で区別されるが,
ptatysoma亜属と明瞭に区別できるか否かは疑わし
い. 将来交尾器などに基づいた亜属の再編が必要で
あろう. P. oberthuri は未検討.
l(4)  前頭は著しくへこむ.
2(3)  学自翅第1-4 背条は完全. 小さく体長は4.00-
4.75 mm. - - - - - - - -ーマツナガェンマムシ
3(2)  学自翅第1-3 背条は完全. 大きく体長は4.50-
6.06 mm. - - - - - - - - - オニナガェンマムシ

4(1 )  前頭はわずかにへこむ程度.
5(6) 翅第4 背条は5 条よりも長い.

ホルンナガェンマムシ

6(5)  拍翅第4 背条は5 条よりも短い

インドナガェンマムシ (図 l
インドナガェンマムシ
6A)
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Platgsoma u)tatgtister) atratum ERIcHsoN, 1834
Platylister atratus: 図説 H: 229. - - Platysoma

(Platytister) atratum:0HARA,1994:96.
分布: 伊豆諸島 (三宅島), 九州, 南西諸島 (屋久
島,  トカラ中ノ島,  奄美大島, 徳之島, 沖繩本島,
竹富島) . 台湾.
オニナガェンマムシ (図6B)
Ptatl,soma (Platutister) canibodjense MARsEUL,
l 864
Platytister mponensis: 図説N: 69; 図説H: 229.

- -Platysoma (Platytister) cambodj・ense: 0HARA,
1994: 99.
分布: 九州,  南西諸島 (屋久島,   トカラ中ノ島,
奄美大島, 沖縄本島). 台湾. ベトナム. ラオス.  カ

ンボジア. ミ ャンマー.  タイ.  ブータン. 北インド.
ホルンナガェンマムシ (図 6C)
Pla tl;soma (Pla tl' t ister) horni BIcKHARDT, l 913

Ptatytister horm: 図説 H: 229. - - Platysoma
(Platylister) horm: 0HARA, 1994: 101.
分布: 南西諾島 (石垣島).  台湾.
マツナガェンマムシ (図6D)
Platgsoma (Ptatglister) pini LEWIS, l884

Platylister pim: 図説N: 70; 図説 H: 229. - -
Platysoma(Platylister) Ptm: 0HARA, 1994: 103.
分布: 北海道, 本州, 四国, IL州. 台湾.
ナガェンマムシ亜属

CI'tister CooMAN, l 941
世界に23 ,  日本からは1 種が知られる.  体は
細長く筒状に近くなることで区別できる.  マツの樹
皮下に多い.
ナガェンマムシ (図 7)
Ptatgsoma(Cgtister) lineicoltis MARsEuL, l873

Cyhster hneicoMe: 図説N: 69. - -Cyhster hnez-
co11is: 図説H: 229. - - Platysoma (Cytister) linei-
couis: 0HARA, 1986: 105 [再記載].
分布: 本州,  四国,  九州, 佐渡,  対馬.  台湾.

Platl,soma (Cgtister) etonoatum (THUNBERG,
l 787)
移入種.  楠井(1984) は新潟県上越直越港に荷揚
げされたカラマツ材から採集された個体を記録し
た. 分布: ヨーロッパ. シベリァ. モンゴル. アムー
ル

ヒラタナガェンマムシ亜属
Apobletes MARsEUL, 1860
世界に40種,  日本に1 種が知られる. 著しく偏
平な体をしているため区別は容易.  しかし, 海外の
ものはLiopygusやBacomaといった一見似ている
ものがあるので注意しなければならない.
ヒラタナガェンマムシ (図 8)
Pta tl,soma (Apobtetes) shaumei (MARsEuL, l860)

Apobletes tenor: 図説 H: 229. - - Ptatysoma
(Apobletes) shaumei: 0HARA, 1994: 109.
分布: 南西諸島 (沖縄本島). 東洋区全域.
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t l '0 m

図9 サ ッマ ナカ' エ ンマ ムシ,
1986 より ).

成虫背面図 (0HARA

マルナガェンマムシ属
Ebl is ta LEw Is, 1889
世界に30 ・  目本にl  種.  樹皮下や �木内に
息する. Platysoma属に近 で,  多くの種はその一
f4であったが,  MAzuR(1990) により整理され属が
移された. 体が卵型なので他のPlatysomatiniのメ
ンバーと区別しやすい.
サツマナガェンマムシ (図9)
Ebtisia sa tzumae (LEWIS, l899)

Ptatysoma sa tzu m ae: 図説 H:  229; OHARA,
1986: 94. - - Ebtisia satzumae: MAzuR, 1990: 74;
大原,  1993: 5 [再記_般].
分布: 九州,  南西諸島 (奄美大島, 徳之島, 沖縄
本島). 九州本上から記,破された種であるが, 原記載

第 l l5 号 ( l996年9 月)

以来本上か らの記録はない.
概説IIの訂正・ 追加 (甲虫ニュース第114 号) P2.
右段24 行目:  日本産コブェンマムシ属について詳
しい解説が出された (西川,  1996) ; p4. 左段20: 分
布に 「ロシア (沿海州)」 を追加.
参考文献 (Iで挙げたものは*を付け略した)

*林 長因 (HAYAsHI, N) (1985).
平野幸彦(HIRANo. Y) (l995). チュウジョウチビエンマム
シ北海適に産す.  甲 ニ ュ ー ス, (109): 4.

*久松定成 (HlsAMATsu, S) (1985).  [図説H].
補井 久(Kusul, Y) (1984). 海外からのェンマムシ移入例.
甲 ニ ュ ース, (63): 7.

MAzuR, S. (1990). Notes on Oriental and Australian HiS-
teridae(Coleoptera). Pol. pis:mo ent., 59:743-759.

*中根猛彦(NAKANE, T) (1963). [図説N].
西川正明(M. N1sHIKAwA) (1996). 日本と台湾に産するコブ
ェンマムシ属について.  神奈川 報, (113): 7-11.

OHARA, M (大原t?宏) ( l 986). On the genus ptatySOma
from Japan (Coleoptera. Histeridae). Pap. Ent. Pres.
Naka;no. Tokyo 91-106.

大原昌 (1990). エンマムシの生息環境と形態の多様性.
インセクタリゥム, 27: 4-12.

OHARA, M. (1991a). Redescriptions Of the Japanese SPC-
cjes of the genus Ho1olepta(Coleoptcra, Histeridae),
part i. E:1ytra. Tokyo, 19(1):101-110.

OHARA, M. ( l991b). Redescriptions of the Japanese Spe-
cies of the genus Ho1olepta(Coleoptera, HisteridaC),
part2. E:1ytra, '「okyo, l9(2):235-242.

大原f・宏(1993). サッマナカ' エンマムシについて. Sa-
tsuma, 42(108): 1-8.

* 0HARA, M. ( l994).
OHARA, M., & T. NAKANE (大原 ' 中根 彦) (1989)・

Rcdescriptions of two Japanese histerids belongin9
to the tribe Exosternini (Coleoptera, Histeridae).
Jpn. J. Ent., 57(2):283-294.

(小樽市博物館)

0ヒラタ ドロムシの北海道の記録
ヒラタ ドロムシ Mataeop,se1)bus jaPomcus (MA-

TsuMuRA) は, 、1'i島(1989) によると本州, 四国, 九
州に分布しており, 北海道は分布域に含まれていな
い. 者は本 lを」職ヒ ｪ町大津で採集したので報告し
ておきたい.
当目は, 十勝川河n右岸の砂浜で流木下の甲虫を
採集していて流木のトー面に付着していた本 ｢l  を発見
した.

l 頭, 北海道中川郡豊頃町大津,  l5. Vm. 1993.
参考文献

平 義宏監修, l989. 日本産民虫総l l録. jL州大学」91学部
民虫学教室・ 日本野生生物研究センター.

l◆野俊 -ほか, 1985. 原色u本甲虫図鑑(II). 保育社.
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日本産ヒゲプ トハナムグリ属の属名について
〔日本産コガネムシ類に関する考察 4〕

藤 岡 昌 介

日本産ヒゲブトハナムグリ属の属名について以前
から, Anthypna属あるいはAmphicoma属が使わ
れ,  はっきりした結論が出されていない現状であ
る. そこで, 著者の調査研究結果を記述してみたい.

Amphicoma属はLATREILLE, 1807: 118 (fig. 1)
によって創設された属であり, p i t8-119 で,
I-group にmetisの記述と他に5 種の種名があり,
p i t9 には, II-groupabdominalisの記述を書いて
おり,  タイプ種については何も書かれていない.
LATREILLE, 1810. において, p. 197 には属の記述
が書され,  p 421 において,  自分の記般した属に
* 印をっけ, それらには1 種だけ種名があげられて
いる. Amphico;ma属は, p 428 に掲載され,
abdommalis, FAB. (fig 2) が,  その属の例としてあ
げられている.  以上のことから,  Amphlcoma属の
タイプ種はabdommalisを使用することがよいと
思われる. CHAplN, 1938: 79 には, genotypeとし

l l 8 「nslecta. .Pte,・odicc,・a.
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て, Melotontha abdominalis FABRlclus, 1781 . を,
LATREILLE, l 810. によって指定されたと記されて
いる.
ところで, Anthypna属は EscHscHLTz, 1818:

472 において創設されて, ursus. bombyliformts
aretes, lynx, cnmta, cyampem is, 加rfa, υ ipesの8
種が記録されているが,  ursus, aretes, lynx は現在
別IIE科の種として扱われ,  また, υgipe sは現在
Pygopleurus属に移されている. EscHscHLTz, 1818,
には, タイプ種の指定は記されていないが, CHAplN
は,  1938 年 p 80において, Me1o1ontha cyampen-
m FABRIclus, 1801.  をタイプ種として指定してい

る. A. bombyliformisや他の種は,  ヨーロッパなど
に広域に分布しているグループであり,  日本に分布
している A. pectinata ( ヒゲブトハナムグリ ) や A.
splendens (オオヒゲブトハナムグリ ) とは, 別の属
のものである.
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fi g. l . LATREILLE, 1807
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以上のこ とから,  日本に分布している属について
は, Amphicoma属を使用することが妥当と思われ
る.
著者の考えるには, KRYNIcKY, 1832:128, GORY,

1844: 104, BURMElsTER, 1844: l5,27 が間連つて,
属を使用したものが現在に至って混乱の原因となっ
ていると思われる. 著者の調べた範囲では, 正しく
属を扱っているのは, MacLEAY, 1819: 151,
CHAPIN, l938: 79, PoULIAN, 1945: 187, 田,
l950: 1, および三宅,  1982: 172,  などと非常に少
ない.
なお, 食葉性コガネムシ類研究家である小林裕和
氏が,  1982 年に書かれた, 「ヒゲブトハナムグリの
属名について」の中で, p 22 において, 『ところが,
1807 年LATREILLEがAmphicoma属を創設した
時, 同じ論文のAmphicoma属の1 頁後にLATRE-
lLLEはAnthypna属を同じく新属として記載して
いる. 』 (fig 3) と, 記述している. このことから, 著
者は困惑してしまい, LATREILLE氏の文献を調べた
が, 著者の調べた限りでは,  この記述を見いだせな
かった.  せめて, 参考文献の記述でもあれば, 大変
助かったのであるが残念である. 本記述について訂
正の必要がある場合は,  本ニュースに投稿を願いた

( 43S )
'
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fi g 2. LATREILLE, 1810
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い.
また,  FAIRMAIRE, 1891: VII. において, '「10:X;o-

cerus属を新設している. 現在は, Ami)hicoma属の
シノニムと扱われているが, 著者の調べた範囲で
は, Amphicoma属の亜属として使用した方が良い
と思われ,  日本産のオオヒゲブトハナムグ リ (A.
splendens) や, 台湾・ 中国・ インドシナなどの同じ
グループは,  これに入れた方が良いのかもしれな
い.
日本産のヒゲブトハナムグリ属は以下のとおり使
用することが妥当と思われる.

genus AmPhicoma LATREILLE, 1807
Genera Crust et Insec t., 2: 118.
(type species) Me1o1ontha abdominalis FABRI-

clus, 1781
Amp加'coma Pectz'nata (LEWIS, 1895)
ヒゲブトハナムグリ
A;nn. Mag nat. Hist., (6), l 6: 388.
(type local ity) Tokyo.
産地: 本州 ・ 四国.
Amphicoma sp lendens (YAwATA, 1942)
オオヒゲブトハナムグリ
Trans kansai ent. Soc., 12: 35.
( type local ity) Loo-choc (Yonakuni Island).
産地: 石i ll島・ 西表島・ 与那国島? .

ところが.  1807年L^TRE!LLEがAmpA1coma 属

を l l設した時.  同じ 文のA,nphieom.a属の l 買litに
LATREILLEはAntAy a を同じく新属として記破して

いる。このような, 鮪ﾀが �ることから、C11Ap !Nのいう
うな.4nt1、ypf,a属の位置一:;1すは、  不通当なものであると
いわざるを得ない, さらにEscHscHoLTzがAnthylna
属として扱ったものは.  LATrtEILLEがAm1pheoma属と
したものと同一のものである. このことは. BURMEIsTER
(1814). ARROW(1912) もすでに指i f している。

fig 3. 小林,  l982.
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0対馬の ドロムシ類
長崎県対馬からは, ドロムシ科 1 種,  ヒメ ドロム
シ科2 種がすでに記録されている. '華者は,  1994
年8 月に対馬を訪れ,  ドロムシ類の採集を試みたと
ころ, 記録のある3 種のほかに同島初記録であるホ
ソヒメッヤドロムシを採集した. 加えて佐藤正考教
授の御好意で, 沖縄県在住の木村正明氏が採集され
たドロムシ類を調査したところ, 同島初記録である
イブシアシナガドロムシなどが含まれていた. 以下
に, すでに記録のある3 も含めて採集記録を報告
する. なお, 採集者の名前のないものはすべて 者
の採集である.

Dryopidae ドロムシ科
1. Elmomorphus broυicorms SHARPムナビロツヤ
ドロムシ

3 頭, 上県町イ二田川, 6. VIII. l994; 2 頭, 峰町大
星山, 7. VIII. 1994.
Elmidaeヒメドロムシ科

2.  Stenelmis mppomca NoMuRAイブシアシナガ
ドロムシ (対馬初記録)
23頭, 上県町飼所川, 20. X. 1994, 木村正明採
集.

3. Ordobreυt'agotot' NoMuRA ゴトウミ ソ ドロムシ

6 頭, 厳原町内山, 5. VIII. 1994; 7 頭, 仁田川,

6. Vm. l994; 3 頭, 大屋山, 7. Vm. 1994; 1 頭,
上対馬町舟志川, 22. X. 1994, 木村正明採集.

4. Zaz'fzeυtan'a gotoi (NoMuRA) ホソヒメッヤ ド ロ

ムシ (対馬初記録)
2 頭, 厳原町電良山, 4. VIII. 1994; 4 頭, 内山,
5. VIII. 1994; 2 頭, 仁田川, 6. Vm. 1994; 2 頭,
大星山, 7. Vm. 1994;27 頭, 舟志川, 21-22. X.
1994, 木村正明採集; 24頭, 上県町大保家, 22.
X. 1994, 木村正明採集.

5.  Zai tzeυza tsush imana NoMURA ツ シマツヤ ドロ
ム シ

29頭,  内山,  5. VIII. 1994; 32 頭,  f二田川,  6.
VIII. 1994; 10頭, 大星山, 7. Vm. 1 9 94.

対馬におけるドロムシ科,  ヒメ ドロムシ科は現在
のところ以上の5 種類しか記録がない. 対馬にはLil
間の, 護岸工事されていない渓流が比較的多いの
で, 5 種類しか記録がないのは意外な気がする.
末 ながら, 標本を調査させてくださり, かつ報
告を勧めてくださった名古屋女子大学の佐藤正考教
授にお礼申し上げる.

(名城大学, 吉富博之)
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0ユノ - メダカハネカク シの新潟県湯沢町での記録
ユノーメ ダカハネカクシ Stenus lun0 PAYKULL
は, 中央ヨーロッパから知られていた種で, NAoMI
(1991) が北海道 (石狩, J谷, 釧路の各支庁) と福
島l[_1 (要 樹;) から記録したことによって日本の
ファウナに加えられた. その後本州からの追加記録
は発表されていないようであるが, '事者は本種を新
潟県下で採集したので報告しておきたい.

-

.

、_◆

,-
t

1  l
- 、、

,
1(,? (Fi目) l .2 , 新潟県湯沢町八木沢(600 m),20.

v. 1995, 方資 馨採集 ・ 所蔵, 直海俊一郎同定.
採集地点は清海川右岸の谷底にあたり, 良好なブ
ナの原生林が残されている. c,;''個体は右岸斜面から
入る枝沢のノ◆l(が滞溜して小期英な湿地を形成した場
所で, の枯茎を踏み倒して採集した.  ・2個体は川
岸に形成された砂州の陸側に生じた水溜りの水際の
lie上から採集した.  両地点は互いに2 kmほど離れ
ているが, いずれにおいてもォォハンミ ョウモドキ

Elaphrus 3apomcus S. UfiNoの生息が観察された.
末 ながら, 本種を同定して下さり発表を勧めら
れた直海俊一郎t専上に心からお礼中し上げる.

参考文献

NAoMl, S.-I., l991. Studies on the subfamily Steninae
(Coleoptera: Staphylinidae) from Japan, XIX. The
S teni nae deposited in the Entomological Institute,
Hokkaido Universi ty . Trans. Sh i koku ent. Soc., l9:
l 63 - 166.

(埼◆県浦和市, 芳賀 響)
0ヒメハナカミキリ属の天敲
ヒメハナカミキリ属はジョウカイポン各種に擬態
しているとされているが (黒沢,  l986; 今坂,
1987),  その天敵についての報告は少ない.  今回'準
者は,  以下のような観察例を報告する.

1. ァオジョウカイ  Themus cyampennis MoTs-
CHULSKY
捕食例:  オオヒメハナカ  ミ キリ  Ptdoma

grauatnx (BATES) 長野県松本 rli入山,  27. VII.
1992, PM 3 :00,  シシウド花上.
捕食例:  ァサマ ヒメハナカ ミキリ P ta ｽec加

KuBoK1 群馬県利根那水上町田代沢林道,  16. VIII.
1993. AM 9 :00.  ヤマブキショウマイ ﾆ上
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2. ムツポシオニグ モ A rameiia sp.
捕食例: アサマヒメハナカミキリ群馬県利根郡ノ◆lく
上町田代沢林道, 13. VIII.1993, PM6 :00, ヤマブ
キショウマ花上.
末 ながら,  クモの同定をしていただいた久保田
克裁氏に深謝申し上げる.

引用文献

坂正一, 1987. ヒメハナカミキリ属はジョウカイポンに
擬態? 月刊むし, (202): 9-10.

.?解良彦, 1986. べ一 ッ型機態. 原色日本甲虫図鑑 (1):
l26-128. (森本 性・ 林 長開補), 保育社, 大阪.

( 目本大学生物資源科学部, 原陽一)
0九州における力タキンイロジョウカイの追加記録
力タキンイロジョウカイ Themus ohkaωal は

sAT0( l976) によって一重luと愛知県の標本によっ
て記繊された大型美麗なジョウカイポン科甲虫であ
る. 最近になって佐賀ll:1と大分l[1 (0KusHIMA,
1994), 長野県 (占富, 1996; 雛倉, 1996) からの
記録が相次いで発表された.

、
、

'華者はまだ記録のない福岡県産の本種を検する機
会を '-iえられたので, 追加記録として報告してお
く .

2 ,2♀♀, 福岡県小石原村, 23.VI. l996, 松
本更樹郎採集, 倉效市立自然史博物館保管.
採集された松本氏の話によると, 薄暗い湿地に
なった林の林縁部にあるクリの花に集まっていたも
のを採集したということである.
末 ではあるが, 貴重な標本を提供してくださっ
た九州大学の松本更樹郎氏に厚くお礼申し上げる.

引用文献

雛a正人,  1996.  カタキンイロジョウカイ長野県 野市に

産す.  甲虫ニュース, (l l3): 6.
OK usHIMA, Y.. 1994. Records of Themt‘s ohkaωal M.

SATo (Coleoptera,  Canthar idae) from Kyushu.
Japan. Jpn. J. Ent.. 62:729-730.

SATo, M., l976. New Cantharoidea from Japan(Coleopt-
era). T rans. Shi koku ent. Soc., l3: 51-60.

吉富博之,  l 996. 長野県における力タキンイロジョウカイ
の記録.  甲虫一ユース, (113): 6.

( 倉数市立自然史博物館,  奥島雄一 )
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野淵 輝博士を悼む

1996 年6 月 22 日, 元農林水産省森林総合研
究所昆虫管理科長でキクイムシ類の世界の最高権
威であった野洲輝博上が, 交通事故に適い, 他界
された. 65 歳という仕事のまとめ盛りの年齢で,
あまりにも! l lい博士のご逝去は,  日本のみならず
世界の 虫界にとっても痛恨の極みである.
野i用博 i二は1931 年 2 月 9 日, 兵庫県堺市日置
荘西町で出生された. 昆虫少年として育ち, 中学
生の頃には, 交換により世界各地の昆虫を蒐集
し, その標本は今でも自宅に飾られている. 西京
大学 (現京都府大) 時代はキノコにつくォォキノ
コムシ, ガガンボ,  ツツキノコムシ類等の研究を
された. 林業試験場に入られてキクイムシ類の研
究に従事されたが,  これはキクイムシと形態的に
似ているッツキノコムシをやっていた影響が強い
と思われる. 林業試験場での研究成果はすばらし
く , 一般的な分類のみならず, ,誰にも真似のでき
ないような解割をおこない, キクイムシ上科成虫
の前胃の比較的形態学研究で学位を取得されてい
る.  この研究で 1971 年には,  目本林学会賞を授
与された.

キクイムシ類以外ではヒラタキクイムシ, ナガ
シンクイムシ, 松くい虫類等の研究を幅広く手が
けられ,  また, 一般.昆虫にたいする造語も深く ,
そのため,  ロ本各地の環境アセスの仕事も数多く
こなされ, 海外でもインドネシアの造林プロジェ
クトの虫害間題を _当された.
元来, 無類の酒好きであったが, キクイムシの
研究を永く続けるために酒断ちをして, 森林総合
研究所 (前林業試験場) を退官されてからも日本
のキクイムシの総まとめをされていた. 今回の交
通事故はその 先の出来事で, 本人の無念さは計
り知ることができない. 博士のキクイムシ類の標
本および文献は, つくば市の農林水産省農業環境
技術研究所に永久に保存されることになってい
る. 故人の意志は, 「必要なものは必要な人に使っ
ていただきたい」 と理解しているので, 多くの研
究者に利用されることを期待する.  これが故人に
対する ' f福であると思う.

(複原 寛)

No. l l 5 (September 1996)

和泉教夫さんの思い出

去る 8 月 26 日会員の和泉敦夫氏, 享年57 f-
が心不全のため, 急逝された. 本学会の集まりに
も目頃積極的にご参加下さったり, 甲虫ニュース

へも投稿されていただけに, 本学会にとっても誠
に惜しまれる死である.
和泉さんと最後にお話しをしたのは, 言ト報をう
けとる 2 週間前のことであった. 珍品のハマベゴ
ミムシを差し上げたお礼の電話であった. 大変 i i
んでくださったものの, お声に張りがなく 「疲れ
た. 疲れて採集に行くのがたいへんで」 と言われ
ていた. 今にして考えると, 時間的に不規則なお
仕事による疲労の蓄積が, お体に影響を及ぼして
いたのかもしれない.
親しくお付き合いさせていただいたのは, 10
年ぐらい前からである. 同じゴミムシを研究する
もの同志意気投合し,  しばしば, 採集をご一緒し
たり, また,  ご自宅が比較的近いこともあって,
我が家へくず1stとゴミムシをお上産に度々 遊びに
おいで下さり, 楽しい時間を過ごしたものだっ
た.
和泉さんのゴミムシ採集は, お人柄そのものが
にじみ出ていた.  どんな小さな石でもていねいに
順番におこしていく ,  しかも長時間, 粘り強く .
あのような地適な採集が, 関東平野のゴミムシの
研究の基礎となり, 分布資料の蓄積に大いに ifi献
したものと思う.  もちろん, 私自身の研究のため
に, i二t重な標本を快くご意与下さった. たとえば,
大田区で発見された新種のチビカタキバゴミムシ
も, そのような例としてあげることができよう.
l989 年冬に落葉下から採集された雄の標本が,
チビカタキバゴミムシの正基準標本として, 国立
科学博物館に保存されている.
落集下のゴミムシ採集の際, 和泉さんは,  ご自
分で持てる範囲の土をもちかえられ, 私は, ひと
りではとても持ち連べないだけの土をとり, あま
りに重く , 和泉さんにも通ぶのを手伝ってもらっ
たこ とがあっ た. 小さなことではあるが, 和泉さ
んのやさしさを感じ, A・でも強く印象に残ってい
る.
数年前, ニツコウオオズナガゴミムシを採集し
たいとのご希 で, 辞馬県赤城山をご案内し, よ
い結果に感激され, 以後, 111地性のナガゴミムシ
を求めて, 木曽御 f, ・ 日光で成果をあげられた.
その一部は, 報文として公表されている.
目本産の甲虫を全種採集したいと言われ熱心に
活動を続けられた和泉さん,  もう疲れたなどとい
う必要のない安らかな世界で虫の研究を続けられ
ているこ とだろ う .  ここに, んでごlit福をお祈
り申し上げる.

(森田誠司)
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0ホタルツツカツコウムシの追加記録
ホタルツツカッコウムシ Tenenis fonnosanus

ScHENKLINGの国内における記録は, 佐藤 (1995) に
よる . fl ;I ii島産の1 が唯一 と思われる. 等者も
l993 年に石垣島で本種を採集していたので, 追加
記録として報告しておきたい.

1頭, 沖縄県石 島、1・久保, 4. V. 1993, 事者採
集.
なお, 採集時の状況はよく覚えていない.

参考文献

佐藤真矢, 1995. 目本来記録のカッコウムシの1 極. 甲
ニ ュース, 1112): 1-2.

(東京都大田区, 金子義紀)
0沖 本島におけるクロオビトゲムネカミキリの針
葉樹からの羽化脱出記録
クロオビトゲムネカミキリSciades (Estoliops)

fasctatus(MATSUSHITA) は西日本~琉球列島にかけ
て分布し, 4 亜種に分かれる. 宿主樹種として,  こ
れまでにカシ類・ シイ類・ タブノキといった広葉樹
が知られていた (小島・ 中村, l986).
今回, 本種の初めての針集樹の食樹記録として,
沖縄本島産亜種subsp. okinaulanus N. 0HBAYAsH1
のリュウキュウマツ丸太からの羽化脱出例を記録し
ておきたい.

1 ♀,  沖縄本島国頭村辺土名,  13~14. V. 1996
( リュウキュウマツ丸太) (沖繩県林業試験場採集),
24. V. 1996 神奈川県藤沢市にて羽化脱出.
この丸太はマツノマダラカ ミキリ Monocha;mus

alternatus (HOPE) を得る口的で供試された食害材
であった.
本 iと同属のケシカ ミキリ S. (Miaenla) tonsus

(BATES) は各種広棄樹の他, 針葉樹のマツ属を宿主
とする場合があり (小島・ 中村,  1986; 岩田・ 他,
1993), 本観察例はこれとあわせて, 本属の幅広い
宿平_スペクトルを示唆している.
末 ながら, マツノマダラカミキリ食害丸太の供
与を場つた沖總県林業試験場の仲栄真盛長氏,  この
管理に関与された日本大学生物資源科学部森林資源
科学科の山根明臣教授, 小林博隆氏に御礼申し上げ
る.

引用文献

11田隆 郎・ 他, 1993. 関西甲虫義語会資料, (5): 1-117
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( 目本大学生物資源科学部森林資源科学科,
岩田隆太郎)

◇RDB候補種選定のお願い◇
口本の絶滅のおそれのある野生生物 ( レッ ドデー
タブック=RDB) が公表されたのは, 1991 年で
あった. その後の環境変化を含めて, 早急に改訂版
作成が要望されていたが, この度環境庁の依頼に
よって日本昆虫学会がそのまとめを行うことにな
り, 甲虫類に関しては, 本学会が協力することと
なった.
ついては, 各地方により事情も異なる場合もある
と思われるが, 改訂版に登載すべき候補種があれば
至急下記宛連絡ください. 各種のカテゴリーについ
ては一応従来の5 つのランクに分けて考えてくだ
さい.
絶滅種, 絶滅危惧種, 危急種, 希少種, 地域個体
群.
また, 従来登載されている種についてもカテゴ
リーの変更案やその他気付いた点があれば提案くだ
さ い.
なお, 提案いただいた種が全部採択される訳では
ないので, その点も「承ください. 候補種を口本昆
虫学会自然保護委員会でまとめ, 最終的には環境庁
の野生生物保護対策検討会で決定されることになっ
ている. 参考までに本学会からは後者の委員に上野
俊一博士, 森本 桂博士と佐藤がなっている.

RDB候補種提案連絡先
〒467 名古屋市瑞穂区汐路町3-40

名古屋女子大学生物学研究室
佐藤正峯売

日本軽i翅学会
会費 (ーカ年) 6,000円, 次号は l996 年12 月下旬

発行了, 定
発行人 佐藤正等
発行所 日本拍翅学会 東京都新宿区自一人町 3-23- l

国立科学博物館 虫第1 研究室
電話 (3364) 2311, 振替 00180-3-401793

印刷所 (株 )国際文献印刷社

昆虫学研究器具は 「志賀昆虫」 へ
目本ではじめて出来たステンレス製有頭 虫
針 00, 0,1, 2,3,4, 5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒150  東京都渋谷区渋谷1 丁目 7-6
振 替 00130-4-21129
電 話 (03) 3409-6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3409-6160

(カタログ暗呈) (株)志賀昆虫普及社
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